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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
室
町
時
代
源
氏
絵
研
究
の
最
前
線
」
近
年
の
文
学
研
究
で
は
、
隣
接
諸
学
と
の
学
際
的
な
研
究
や
世
界
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
国
際
的
な
研
究
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
、
本
学
の
日
本
学
研
究
所
と
恵
泉
女
学
園
大
学
の
稲
本
万
里
子
氏
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
し
、
日
本
文
学
専
修
や
日
本
文
学
会
な
ど
が
共
催
す
る
か
た
ち
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
開
催
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
室
町
時
代
源
氏
絵
研
究
の
最
前
線
」
【
主
催
】
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
源
氏
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有
・
活
用
し
た
源
氏
絵
の
総
合
研
究
」（
課
題
番
号
一
七
Ｈ
〇
二
二
九
五
、
研
究
代
表
者：
稲
本
万
里
子
）
【
共
催
】
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
修
、
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
、
立
教
大
学
日
本
文
学
会
【
日
時
】
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）
一
三
時
半
〜
一
八
時
【
会
場
】
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
太
刀
川
記
念
館
三
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
研
究
発
表
「
集
め
ら
れ
た
扇
絵
―
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
「
扇
面
画
帖
」
の
修
理
報
告
」
鷲
頭
桂
（
東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
）
「
九
州
国
立
博
物
館
蔵
「
扇
面
画
帖
」
中
の
源
氏
絵
扇
面
に
つ
い
て
―
制
作
年
代
と
筆
者
の
問
題
を
中
心
に
―
」
片
桐
弥
生
（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
）
「
毛
利
博
物
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
か
ら
見
る
室
町
時
代
源
氏
絵
」
龍
澤
彩
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」
に
み
る
土
佐
光
信
の
構
図
と
空
間
表
現
」
髙
岸
輝
（
東
京
大
学
准
教
授
）
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
﹇
パ
ネ
ラ
ー
﹈
片
桐
弥
生
、
髙
岸
輝
、
龍
澤
彩
、
鷲
頭
桂
﹇
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
﹈
稲
本
万
里
子
（
恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
）
青
木
慎
一
（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）
﹇
司
会
﹈
井
野
葉
子
（
立
教
大
学
教
授
）
ま
ず
は
、
日
本
学
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
日
の
チ
ラ
シ
に
記
さ
れ
た
趣
旨
を
再
掲
す
る
。
一
九
八
九
年
に
個
人
蔵
の
「
扇
面
画
帖
」（
現
在
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）、
一
九
九
三
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
の
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
毛
利
博
物
館
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
な
ど
、
室
町
時
代
の
源
氏
絵
の
発
見
・
紹
介
が
相
次
ぎ
、
研
究
が
活
性
化
し
て
い
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
九
州
国
立
博
物
館
に
て
「
扇
面
画
帖
」
の
修
理
に
当
た
っ
た
鷲
頭
桂
氏
、「
扇
面
画
帖
」
を
紹
介
し
た
片
桐
弥
生
氏
、
毛
利
博
物
館
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
紹
介
し
た
龍
澤
彩
氏
、
室
町
時
代
土
佐
派
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
髙
岸
輝
氏
を
お
招
き
し
て
、
室
町
時
代
の
源
氏
絵
研
究
の
成
果
を
ご
発
表
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
く
。
室
町
時
代
の
源
氏
絵
は
現
存
す
る
作
品
が
少
な
く
、
制
作
年
代
や
場
面
選
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択
の
検
討
に
も
限
度
が
あ
っ
た
が
、
趣
旨
に
も
記
さ
れ
る
通
り
、「
扇
面
画
帖
」
や
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
発
見
は
研
究
が
進
展
す
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
中
で
も
、「
源
氏
物
語
画
帖
」
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
よ
う
に
、
海
外
調
査
や
在
外
研
究
者
に
よ
る
紹
介
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
の
所
在
が
国
内
外
で
相
次
い
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
は
カ
ラ
ー
図
版
が
出
版
さ
れ
た
り
（
毛
利
博
物
館
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
も
該
当
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
画
像
が
公
開
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
、
各
作
品
の
絵
を
自
由
に
参
照
で
き
る
環
境
が
作
品
の
分
析
や
共
同
研
究
を
深
化
さ
せ
る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
研
究
発
表
で
は
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
「
扇
面
画
帖
」・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」・
毛
利
博
物
館
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
様
式
や
画
風
な
ど
の
特
徴
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
浄
土
寺
蔵
「
源
氏
物
語
図
扇
面
散
屏
風
」
や
仁
和
寺
蔵
「
車
争
図
屏
風
」、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
な
ど
、
室
町
時
代
の
土
佐
派
の
絵
師
が
手
が
け
た
作
品
も
交
え
、
光
信
か
ら
光
吉
へ
と
至
る
土
佐
派
の
図
様
伝
統
の
継
承
と
変
遷
を
中
心
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。源
氏
絵
研
究
は
、
い
つ
・
誰
が
・
何
の
目
的
で
制
作
し
た
の
か
に
迫
る
美
術
史
学
と
、
物
語
本
文
や
享
受
史
を
元
に
絵
の
描
写
の
意
味
や
場
面
選
択
の
意
図
を
探
る
文
学
の
接
点
と
な
る
領
域
で
あ
り
、
今
後
も
共
同
研
究
や
学
術
交
流
を
通
じ
た
成
果
が
見
込
ま
れ
る
。
作
品
の
発
見
や
美
術
史
学
・
文
学
双
方
の
考
察
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
題
と
な
っ
た
よ
う
な
、
図
様
伝
統
や
絵
画
化
の
展
開
の
問
題
に
も
新
た
な
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
だ
。
数
は
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
室
町
時
代
の
源
氏
絵
は
こ
の
先
も
新
出
作
品
が
期
待
さ
れ
る
。
他
の
時
代
の
作
品
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
調
査
や
解
明
が
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
（
文
責
・
青
木
慎
一
）
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